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Abstract：ゴヤの「黒い絵」と呼ばれている一連の絵画は，自宅の食堂と応接間の壁に描かれた絵で，それ
は人に見られるためでもなく，自宅の装飾のためでもなく，自分のために，描くこと自体に意味があったよう
である。ゴヤは宮廷画家であったので，王室からの注文，貴族からの注文を受けてタピスリーの原画や肖像画
を描くのが仕事であった。しかし４０代の大病の後，注文によらない絵画を自由に描くことも始め，その中には
彼の代表作になる傑作がたくさん生まれている。そうした絵画のゴヤの描き方は，視覚的断片からインスピ
レーションを得て，それをもとに絵画に仕上げるというものであった。筆者にはそれが，臨床場面における絵
や箱庭・夢などのイメージの現れ方，使い方と共通するところが多いように思われた。ゴヤの大病についてそ
の意義を考察し，その後「黒い絵」と臨床における絵や箱庭・夢などのイメージについて連想を考えていくこ
とが意味のあった事例を部分的に紹介し，考察を加えた。
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はじめに
筆者は，ゴヤの描く狂気ともいえる不気味さには以前
から興味を持っていた。特に神話をテーマにした「わが
子を食らうサトゥルヌス」は，その子殺しというテーマ
や父子関係という観点から面白いと思っていた。また彼
が耳の聞こえない画家であることも，そのような不気味
な世界を描くことと無関係ではないのだろうと考えてい
た。今思うとずいぶん単純な考えであったと思う。確か
に，統合失調症の幻覚のほとんどは，本来なら自分の中
にあるはずのものが声として外から聞こえるという幻聴
であり，聞こえないということと狂気は関係がありそう
である。また筆者は，最近ことばの教室の研修会で話を
する機会があり，その準備で聴力障害者の心理について
勉強してみた。それで学んだことは，耳の聞こえない障
害の重さであった。聴力を失う，あるいは持たないとい
うことは，人と人とのコミュニケーションから遮断され
ること（村瀬，１９９９，２００５）で，耳が聞こえないことは
被害感を持ちやすくし，狂気を誘いやすいものではある
だろう。
人格心理学の授業で病跡学を紹介し，その一例として
ゴヤを間をあけて２年にわたって取り上げた。彼は非常
に多彩な芸術家なので，なかなか授業のコマの中に納ま
りきらず，相手が大きすぎるのだなという印象を持っ
た。あるゴヤの研究者は，「怪物ゴヤ」と言っていた
が，怪物というのは彼について使うのにふさわしい言葉
であると思う。ゴヤについての研究にあたり，その人生
や作品から，心理的な変遷を考えていくうちに，聴力を
失うことで独特の世界が開かれ，というような単純な考
えは吹き飛ばされてしまった。彼の人生も作品ももっと
はるかに複雑で，聴力を失うこともその才能が発揮され
る一つの機会を提供したにすぎないのではないかと思わ
れた。
筆者を魅了してきた，『わが子を食らうサトゥルヌス』
だが，これはゴヤの「黒い絵」といわれる，自分の家の
食堂などの壁に描かれた一連の絵の一つである。この家
は，「聾の家（キンタ・デル・ソルド）」と言われていた
そうだが，もともとは隣の家がそう呼ばれていたのが，
やがてゴヤの家をそう呼ぶようになったという。これら
の一連の絵は，見られるために描かれていないという点
で，ゴヤのような職業画家としては珍しい絵であるとい
う（堀田，１９７７）。では何のために描かれたのか。これら
の絵は，見られるためでなく，描くことに意義があった
ようである。描くことで自分を見る，自分と向き合うと
いうような，ゴヤ自身がどこまでそう思っていたかはわ
からないと思うが，自分を映すようなものであったよう
である。それは臨床場面で描かれる絵と共通するところ
があると思われるので，ここに考察してみたいと思う。
ゴヤについて
ゴヤは１８世紀後半から１９世紀前半を生き，人の日常生
活を描いて，それを芸術の域にまで引き上げ，肖像画に
すぐれ，「人の肖像画を描くことによって，政治をも描
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いた」（堀田，１９７４）という。まず Symmons（１９９８，大
高・松原訳），堀田（１９７４～１９７７）をもとに，ゴヤの一
生を要約する。
誕生から画家としての門出まで
１７４６年３月３０日，スペイン，アラゴン地方のフェンデ
トードス村に生まれる。翌日村の教会で洗礼を受け，洗
礼名は，フランシスコ・デ・パウラ・ホセ，正式な名前
は，フランシスコ・ゴヤ・イ・ルシエンテス（Francisco
Goya y Lucientes）であった。父は，ホセ・ゴヤ，母
は，ゴーニャ・グラシア・ルシエンテスと呼ばれた。父
はメッキ職人で修道会の富と影響力が強かった街サラ
ゴーサに仕事を持っていた。祖父は公証人であった。ホ
セ・ゴヤは腕のいい職人で，サラゴーサのエル・ピエー
ル聖堂の彫刻のメッキの仕上がりのチェックを依頼され
ている。母方のルシエンテス家は，アラゴン地方の下級
貴族，郷士であった。ゴヤは５人兄弟姉妹のうちの次男
で，末弟は聖職者になっている。
１０代（１２歳～１４歳と思われる）で，サラゴーサのルー
ハンという宗教画家に弟子入りをし，ここで４年修業し
た。兄弟子にのちに義兄となる，フランシスコ・バイェ
ウがいた。１７６３年，１７歳のゴヤはマドリードに赴き，コ
ンクールに挑戦し，落選，さらに３年後にもう一度挑戦
するもまた落選している。その後はアラゴンに戻って２
流画家として仕事をし，兄弟子のバイェウ一家と親交を
深めていた。当時の画家としての勉強のために，１７７０年
にはローマに赴いている。政府からの奨学金による留学
ではなかったので，自由に勉強できたのではないかと言
われている。１７７１年にパルマ王立アカデミーによるコン
クールに応募し，優勝は逃したものの６票を獲得し，画
家として重要なアカデミーからのお墨付きを受けること
となり，サラゴーサに凱旋する。そこで教会の天井画の
候補となり，まんまとこの仕事を得る。これは認めら
れ，アラゴン地方の貴族に注目されるようになり，１７７３
年にはバイェウの妹のホセーファと結婚している。この
頃に描かれた自画像の，影に包まれて物思いに沈む肖像
は，丸々とした顔，深く落ち込んだ目，じっと突き刺す
ように注がれた視線から，彼の性格が内向的であるよう
に見えるという。うまく仕事を得て，ちゃっかり兄弟子
バイェウの妹を妻にするところからは，要領のいい野心
の強い性格もうかがえる。
宮廷美術を手掛ける
１７７５年，王立サンタ・バルバラ・タピスリー工場の，
タピスリーの下絵（カルトン）を描く仕事を得る。当時
のスペインでは，タピスリーは，装飾や防寒のため貴族
や王室の居間に掛けられたものだが，それは社会的地位
と富のしるしでもあった。ゴヤがタピスリーの原画で描
いたのは，狩猟のシーンや，田舎の幸せな子どもたちで
あったが，一方で自分の子供は幼いうちに次々に亡くし
ていた。４０年の結婚生活で，２０人の子どもをもうけ，無
事に成人まで生き延びたのは，７番目の子どもの，ハビ
エールだけだった。そうしたなか，１７７８年に『盲目のギ
ター弾き』が描かれる。その盲目の辻楽師の顔は非常に
グロテスクで皮肉なものであったが，その後のゴヤの作
品には時々登場する。宮廷画家らしからぬ絵画の対象で
あるが，社会から締め出された人，障害を持つ人に対す
る鋭い知覚は，のちの皮肉屋ゴヤを生む一つの要因だろ
うと言われている。
世情の暗い側面を取り上げる
タピスリーの原画では，牧歌的なテーマを多く描いた
ゴヤだが，上記のような当時のスペインの暗い側面も描
くようになった。その作品には概して犯罪や暴力的な死
に対する画家の病的な関心が見られるという。彼は処刑
された囚人を描いている。しかしその描き方は犯罪者と
いうよりも殉教者を暗示しているといわれている。
また王室のコレクションであったベラスケスの作品に
出会い，感銘を受け，有名な作品を模写した一連の素描
を作成している。後年，「あの前に立って，俺は何も知
らん，無知蒙昧だ」，「おれには３人の師匠がいた。自然
とベラスケスとレンブラントだ」と語ったという。しか
し模写自体はあまりうまいほうではなかったようで，意
図的な時もあったが，模写の中にもゴヤらしさがどうし
ても現れていたようである。ベラスケスからは，普段の
生活にさえ見出される英雄的行為に霊感を仰ぐというこ
とを取り入れている。
１７８０年に，『十字架上のキリスト』で，王立美術アカ
デミー会員の地位を得ている。この後，故郷のサラゴー
サのエル・ピラール聖堂の仕事で，仕事の訂正を求めら
れたことをきっかけに義兄バイェウと仲たがいとなり，
仕事半ばでマドリードに帰り，教会からも非難されるこ
ととなった。背景には，義兄のバイェウの，ゴヤの才能
と将来性が自分よりも勝るとみなされていたというライ
バル関係もあったようである。その７年後の１７８８年に，
パトロンからの依頼で描いた『悔悛しない瀕死の病人に
付き添う聖フランシスコ・ボルハ』で，ゴヤは，のちの
作品にはよく登場する“怪物たち”を登場させている。
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それは，瀕死の病人のベッドの脇に描かれている，肉体
からの魂の遊離を待ち受ける一群の悪魔であった。気味
の悪い怪物たちは，どうも聴力を失う前から存在してい
たようである。
肖像画家として
宮廷で画家としての頭角を現していくにつれてゴヤ
は，その独創性によって近代的な肖像画を描いていくよ
うになった。
１７８３年に，最初の重要な肖像画の注文を得た。当時の
王，カルロス３世の内務大臣，のちに総理大臣となる，
フロリダブランカ伯爵の肖像である。肖像画は，教会や
タピスリー工場よりも，ゴヤの自由な表現を羽ばたかせ
る機会を与えた。１７９０年代の肖像画は完成度が高いとい
われ，人気も高かった。その人気は，ゴヤは写真屋を開
業したと言われるほどであったようだ。ゴヤは肖像画で
歴史を描いたといわれるが，彼が描いた一連の肖像画
は，強力な政治家や軍人，役人といったスペイン社会の
発展に大いなる影響を及ぼした歴史的人物たちの記録で
あった。１７８３年には，彼を庇護してくれるようになる国
王の弟のドン・ルイス親王一家の肖像を，１７８８年には，
同じように彼の芸術に理解を示してくれたオスーナ侯爵
夫妻とその子供たちの肖像を描いている。
１７８９年には，『マヌエール・オソーリオ・マンリケ・
デ・スーニガの肖像』という５歳になる子どもの肖像画
を描いている。ゴヤに生まれた子供うち，唯一生き延び
たハビエールと同い年ぐらいの子供であったが，子ども
への愛着を感じさせるのと同時に，左下に描かれた大き
な３匹の猫は不気味でグロテスクであり，この前年に描
かれた，バレンシア大聖堂の絵（『悔悛しない瀕死の病
人に付き添う聖フランシスコ・ボルハ』）に描かれた，
超自然的な怪物たちを思わせるものがある。
１７８９年のカルロス４世の戴冠式後に，ゴヤは宮廷画家
に任ぜられ，新しい国王と王妃の肖像画を描いている。
ゴヤは，肖像画において人間の実に微妙な特性や心理描
写にたけていたようである。当時のスペインの肖像画で
は，醜い特徴でもありのままを描くことが重視されてい
たようだが，ゴヤの描く肖像画からは，その人物の隠そ
うと思っても現れてしまうような性格的な特徴まで読み
取れるようである。
病・狂気・『ロス・カプリーチョス』
宮廷画家として全盛期を迎え，ゴヤは大量の注文をこ
なし，公的な作品の制作に追い立てられるようになっ
た。１７９０年代までには，国家に使える身としての義務
と，社会の現実に対するゴヤ自身の理性的な認識とが衝
突するようになった。この頃に精神的にも調子を崩して
いる。１７８６年の子どもの頃からの友人サパテールにあて
た手紙には，「僕は老いた。顔にはしわがいっぱいで，
ずんぐりした顔つきとくぼんだ目がなかったら，君は僕
とは見分けがつかないだろう。…４１歳という年が重くの
しかかってくる。君はきっとホアキン神父の学校に行っ
ていた頃と同じように元気なのだろう」と，仕事ができ
ないことを嘆いている。何日もの間画室にこもってでて
こなくなったという。幸い短い時間で過ぎ，また仕事に
戻ったという。うつのような症状だろうか。堀田
（１９７５）は，ゴヤは仕事の仕方，手法の振幅がひどく大
きいように，気分や精神の持ち方の振幅もまた大きく不
安定ではないか，歓喜から絶望へ，猜疑心からその逆へ
と短い間に転換し，この神経症的な耽溺状態がひとしき
り続くと，今度はまた爆発的な生の歓喜がテーマとして
現れると述べている。
この時期にゴヤは，スペインの田園生活を描いたタピ
スリーのカルトンを制作している（『夏』あるいは『収
穫』１７８６―８７，『冬』あるいは『吹雪』１７８６―８７）。１７８８年
には『聖イシードロの牧場』のカルトンを制作したが，
これはタピスリー工場からは拒否された。多数の人々が
描かれ，タピスリーのカルトンには向かなかったからだ
ろう。のちにオスーナ侯爵がゴヤから買い上げるが，今
ではゴヤのもっとも注目される作品の一つとなってい
る。
１７８９年にフランスでバスティーユ襲撃が起こり，他の
ヨーロッパ諸国と同様にスペインにも激しい興奮の渦を
巻き起こした。このころゴヤは，王立サン・フェルナン
ド美術アカデミーの絵画副部長という立場であったが，
もっと独特の様式を創造したいともくろんでいて，「絵
画にはいかなる規範も存在しない」と公言し，これは周
囲を驚かせたという。１８世紀の啓蒙思想の時代から１９世
紀のナポレオン戦争へと移行する過渡期に，ゴヤは公的
美術の束縛から逃れて，計り知れない独創性と驚くべき
大胆さを兼ね備えた人間としてその姿を示すことになっ
ていった。
王立美術アカデミーに向けて声明を出した後，ゴヤは
体調を崩し休暇を与えられている。セビーリャ，カディ
スに旅に出るが，そこで病に倒れている。１７９３年３月１９
日に，ゴヤの病状を知らせ，休暇の延長を願い出る手紙
が，友人のマルティネスから宮廷に送られている。彼に
よると，ゴヤは耳鳴りと難聴，目も見えにくくなってお
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り，平衡感覚も失っていたようだが，温泉の治療でゆっ
くりだが回復に向かったという。これがどんな病だった
のかは，これまでたくさんの研究者が病名を特定しよう
といろいろ考えており，若い頃の風疹の上に動脈硬化を
患った，腸チフス，梅毒，精神分裂病，メニエール病と
実にさまざまである。結局のところは，病名を特定でき
るほど記録がないようである。長い回復期間を乗り越え
て，１７９３年半ばにマドリードに戻るが，耳は全く聞こえ
なくなっていた。
その後ゴヤは公務もしつつ，他方で注文によらない絵
画を描き始めた。１７９４年１月に，アカデミーの副顧問あ
てに送った手紙の中で，「自分の病気のことを考えては
さいなまれるイマジネーションを紛らわすとともに，そ
れによる大変な物入りをいくらかでも補うために，一連
のタブロー（居室用の絵）を描きましたが，私はこれら
の作品の中で，あの奇想（カプリーチョ）と創意（イン
ベンション）が羽を伸ばせない注文画では普通取りえな
いような見方をすることに成功しました」と述べてい
る。描かれたのは，闘牛の場面，火事場からの救出場
面，『難破』，『精神病院の囲い場』などである。このよ
うなテーマは当時フランスでは人気があったが，スペイ
ンでは画期的なものであった。これらは重病後のつらい
回復期に作成されている。以前から枠にとらわれない自
由さは持っていたが，病気の後その束縛する枠を超え
て，こうした表現が開花したようである。ゴヤの時代の
社会の抑圧的性質，病中に体験した弱さ，聴覚障害や寄
る年波が，ゴヤの中に新しい暴力的な解放感を羽ばたか
せたといわれている。
１７９０年代の１０年は，ゴヤにとって実験的な自由な時期
の一つであったようだ。この時期にアルバ女公爵とも出
会っている。スペインでは王妃に次ぐ高位の女性で，美
しく知的に洗練され，耳が聞こえなくなった彼を受け入
れ，才能を認めてくれる，特別なパトロンだった。ゴヤ
は数多くの彼女の肖像画を描き，女公爵の夫が他界した
後，彼女の別荘でひと夏を過ごしている。
「マドリード素描帳」は，同時代の生活，女性の苦境
を主題とした一連の素描で，この中で女性は言い寄られ
たり，打たれたり，迫害されたり，投獄されたりしてい
る。またセレスティーナという魔女も登場し，以後たび
たび描かれるようになる。
「ロス・カプリーチョス」は，ゴヤの自画像で始まる
版画集で，犯罪・処罰・迫害というテーマに沿って描か
れている。『娘たちはハイと承諾して最初に来た男と婚
約する』，『誰もお互いがわからない』など，不確かさと
曖昧さが人間関係を脅かしている様子や，死刑囚の遺骸
に触れると病気が治るという迷信による『歯を盗む』，
また『救いの道はなかった』，『感じ易かったために』と
いう二つの異端審問の場面が描かれている。そして，こ
の版画の中心をなしているのは，４３番の『理性の眠りは
怪物を生む』である。机で居眠りをしている美術家の背
後を，大山猫，猫，蝙蝠，梟が取り囲み，梟の一羽は鋭
いペン先で眠っている男を刺そうとしている。ゴヤの描
く気味の悪いものは，意識の光の届かない無意識の住人
で，意識水準がさがった時に意外と身近に現れてくるも
ので，狂気の世界とも近いものであろう。この版画の最
後は，魔女，魔術師，そして内面の堕落をその肉体的醜
さに反映している生き物たちが辛辣な風刺物語を演じて
いる。これらの版画は，堕落していた当時の国王夫妻と
宰相のドゴイを風刺しているとも見なされていたよう
だ。「ロス・カプリーチョス」は潜在的に政治性も持っ
ているとみなされていた。
政情不安
１７９７年から１８０８年の１１年間は，スペインにとって不安
定な時期であり，その終末は長く血なまぐさい戦争と経
済崩壊だった。フランスでは，ナポレオン・ボナパルト
が出現し，強大な力を持ちつつあった。スペインでは，
マヌエール・ドゴイが権力を獲得しようとしていた。彼
は小貴族の出身だが，１７８０年代に頭角を現し始め，１７９３
年にスペイン軍総司令官に任命され，１７９５年には「平和
公」の称号を授かっていた。また彼はスペインの啓蒙的
近代化には，美術を支援することが重要と考え，多くの
美術家を庇護した。彼の急激な出世はカルロス４世と王
妃マリア・ルイサとの強い個人的親交（マリア・ルイサ
とは愛人関係であった）に支えられたものであったが，
その政策は人々には不評であった。
ゴヤは，１７９８年にサン・アントニオ・デ・ラ・フロ
リーダ礼拝堂の円蓋および後陣のフレスコ画を依頼さ
れ，１７９９年７月に献堂された。これに国王夫妻は大いに
満足し，ゴヤは３カ月後の１０月に首席宮廷画家にとりた
てられた。ゴヤによるカルロス４世の家族の集団肖像画
は，ダヴィッドのナポレオンによる后妃ジョゼフィーヌ
の戴冠場面と並んで，すぐれた公式肖像画であるとい
う。この７年後にはこの王制はナポレオンにより崩壊す
ることになるが，この家族の構成員が１９世紀初頭の激動
するヨーロッパの形成に関与することとなった。
国民には不人気だったドゴイは，ゴヤには重要なパト
ロンであった。彼は，ゴヤの『裸のマハ』，『着衣のマ
46 高田夏子
ハ』を獲得した収集家としても知られている。この対作
品はゴヤの人生と芸術を象徴するものとみなされるが，
私的な素描によって若い女の性的奔放さと官能的魅力の
研究を続けていた時期に制作された。この女性のモデル
はアルバ女公爵だろうという説もあるが，顔は女公爵と
はちがっていて，むしろゴヤの作品，魔女のセレステ
ィーナと一緒によく登場する下層社会の娼婦に似ている
という。
１８０２年にアルバ女公爵が他界している。ゴヤが描いた
最後の彼女の肖像画は，未亡人という立場に配慮した黒
衣だが，指輪には「ゴヤ」，「アルバ」と刻まれており，
彼女が指差している足元の砂には，「ゴヤだけを（Solo
Goya）」という言葉が読み取れる。長い困難な年月の間
ずっとパトロンでい続けてくれたこの美しい女性への，
ゴヤの思いが読み取れる気がする。
またこの１９世紀初頭に注文画以外で描かれた作品に，
『獲物を捌く食人種』，『人間の遺骸を眺める食人種たち』
があり，ゴヤがよりいっそう人間の中の獣性に関心をも
っていたことがうかがえる。この頃ゴヤは王立美術アカ
デミーを引退し，大規模な宮廷の注文からも手を引い
て，１８０５年には息子のハビエールがアラゴン地方の裕福
な家に婿入りした。その記念にゴヤは花婿と花嫁，その
家族，妻のホセファの肖像を描いている。しかし，悠々
自適となったこの頃に，政情が悪化する。
『戦争の惨禍』
１８０８年５月２日，フランス騎兵隊が民衆の暴動を鎮圧
するために，マドリードに入った。民衆の不安は一連の
蜂起となって噴出し，市中でフランス兵と戦った。この
一連の事件は，６年後に，ゴヤの『１８０８年５月２日』，
『１８０８年５月３日』を生むことになる。ゴヤはこの戦争
の真の英雄は下層階級に属する名もない民であると考え
ていた。マドリードはフランスの占領下にはいり，カル
ロス４世と王妃マリア・ルイサ，息子のフェルナンドは
ナポレオンの捕虜になって連れ去られ，ナポレオンの兄
ジョセフが，新しいスペイン王ホセ１世として即位す
る。これは猛烈な民衆の抗議を招き，独立戦争が始まっ
た。特にサラゴーサはスペインの服従拒否の象徴となっ
ていたという。
ゴヤはマドリードのアトリエに留まり，彼の最も不滅
にして感動的な銅版画集に取りかかっていた。これはの
ちに「戦争の惨禍」のタイトルで知られることになる。
友人に送った試し刷りのタイトルには，ゴヤ自身が「ボ
ナパルトとの血みどろの戦争がスペインにもたらした悲
惨な結末とその他の強調された気まぐれ（カプリーチ
ョ）」と書いている。
『戦争の惨禍』は，三つのテーマに分けられる。最初
のテーマは，スペインの田舎の人々がいかに侵略に立ち
向かったかを描いていて，援軍が来るまで一人で大砲を
うち続けたという女性の英雄（『なんと勇敢な！』）を描
くことから始まり，続く２番から４７番までは，ゲリラ戦
の初期の段階を描き，戦闘・処刑・殺人が扱われてい
る。『これはもっとひどい』，などである。第２部にあた
る４８番から６４番にはマドリードの街が登場する（『物乞
いは最低だ』など）。そして第３部，６５番から８０番はゴ
ヤが「強調されたカプリーチョ（気まぐれ）」と呼んだ
もので，複雑な政治的寓意の中に，獣と人間，怪物と狂
人の合体した像が描かれている（『見事な防戦だ』，『真
理は死んだ』など）。
同じころ『巨人』（１８１２～１６）が描かれている。これ
は当時ナポレオンを描いた似たような版画もあり，強大
な権力をもったナポレオンは，当時のヨーロッパの人々
にはこのように感じられていたのだろう。
その後スペインは，フェルナンド７世により，再び専
制君主制となり，異端審問を再開している。自由主義の
志向のあったゴヤには生きにくい社会となっていった。
そのなかで，第３番目の版画集「ラ・タロウマキア（闘
牛技）」（１８１６年）が製作された。その後「ロス・ディス
バラーテス（妄）あるいはプロベビオス（格言）」とい
う版画集を出す。これは「ロス・カプリーチョス」より
も謎めいて，「戦争の惨禍」の第３部「強調されたカプ
リーチョス」よりも抽象的で，何を表現しているのかわ
かりにくい。この版画は，同時代の出来事や小説と関連
していることが，近年になりわかってきており，そうし
た出来事や小説のカーニヴァル的性質が，奇怪な人々の
集団や野蛮な振る舞いを描くことを大いに好んだゴヤに
自由な創造を許したのだろうという。
病・「黒い絵」・亡命
１８１９年にゴヤは再び重病に倒れるが，主治医のアリ
エータの迅速で効果的な処置のおかげで一命を取り留め
た。これは，『ゴヤと主治医アリエータ』（１８２０年）に描
かれている。その後，病み上がりであったが，ゴヤは
「黒い絵」といわれる一連の絵を，その頃購入した，「キ
ンタ・デル・ソルド（聾者の家）」といわれる家の，内
部の壁に描くことを始めた。これについては後で詳しく
述べる。
１８２０年には自由主義の政変で，一時的にフェルナンド
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聖イシードロの巡礼
魔女の夜宴
レオカーディア
ユーディト
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わが子を喰う
サトウルヌス
二人の老人、
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７世は終わるが，１８２３年には再び復帰し，さらに圧政を
極め，政治的反対分子に報復を始めた。そうしたなかで
ゴヤは亡命を決意する。なかなか用意周到に，病気を理
由に治療のためにフランスに行くことを願い出て，認め
られる。したたかに給料や年金ももらいながらの亡命生
活だが，ボルドーでやはり亡命していた自由派の友人た
ちに温かく迎えられた。１８２４年夏にはパリに赴き，最新
のリトグラフの技法や細密画の技法に触れている。７０の
後半になろうという老人だが，精力的である。１８２４年冬
からは，レオカディア・ヴェイスとその娘ロサーリオ
（おそらくゴヤの娘）とともにボルドーに落ち着き，亡
くなるまでその地にとどまった。
人生の終末期にも，下層社会の主題は当時のヨーロッ
パの貴族階級を魅了したという。『刃物を研ぐ男』（１８０８
―１２年），最晩年に描かれた『ボルドーのミルク売り娘』
（１８２７―２９年）は，その荒い筆遣い，燃え立つような色
彩，がっしりとした輪郭線などの点で，１９世紀後半の批
評家たちには，ゴヤは印象派主義者であると言わせ，後
代の画家たちにも広く影響を与えた。ゴヤはおそらく財
産の問題で，何度かマドリードに出かけ，１８２６年５月に
宮廷画家の職を辞し，王に引退と生涯の俸給を願い出て
いる。フェルナンド７世はこれを許可し，当時の首席宮
廷画家であったビンセント・ロペスに肖像画を描かせて
いる。『ボルドーのミルク売り娘』を遺作に，１８２８年４
月１６日，永眠。ゴヤの死の床に付き添ったのは，ゴヤ同
様に政治亡命していた若い画学生で，のちに魅力的で才
能豊かなスペインのロマン主義風景画家になる，アント
ニオ・ブルガータであった。彼はフェルナンド７世が亡
くなり，スペインに帰ると，のちにゴヤの絵画の目録を
作るようになった。
黒い絵
先にも書いたが，「黒い絵」といわれる一連の作品
は，自宅の壁に描かれ，人に見せるために描かれたもの
でもなく，売るために描かれたものでもなく，何のため
に描かれたのかをめぐってのちの人々を考えさせるもの
となっている。これは，自宅の食堂と２階の応接間に全
部で１４枚描かれたもので，１８２０年から２２年の３年の期間
を費やし，その間公の仕事はほとんどしていない。現在
プラド美術館にあるものは，傷みのひどい壁からはがさ
れ修復されたものだが，その過程で塗りつぶされるな
ど，かなり修正を加えざるを得なかったという。１枚１
枚について堀田（１９７７）が詳しく述べているので，これ
を中心に紹介したい。
１８２０年にはゴヤは７４歳で，大病のあとであった。にも
かかわらず足場を組んで壁に描いていったのであるか
ら，かなりの労力をかけ，この一連の絵は彼にとって重
要なものであることがわかる。黒い絵のシリーズでテー
マになっているのは，老い・病気・死であるという。ゴ
ヤ自身はこの絵に題をつけておらず，最晩年に付き添っ
たブルガータが目録を作るときにつけたもの，フランス
人のゴヤの研究者イリアルトがつけたもの，のちにプラ
ド美術館がつけたものの三つがあるという。それぞれ絵
の解釈によって題名が一致しないものがある。
図１：聾者の家 １階 黒い絵の部屋
堀田（２０１１）より
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１階の食堂
まず１階の食堂である（図１）。
１）『レオカーディア』（黒い絵１；図１．１）
入口をはいって左に『レオカーディア』がある。この
絵の女性をアルバ公爵夫人と考えられていた時代もあっ
たようだが，最晩年を付き添った画家のブルガータがレ
オカーディアと名を付けており，現在では晩年のゴヤと
ともに暮らしたレオカーディアと考えられている。この
絵の彼女は，憂いを含んだ顔で，黒いベールをかぶり，
左ひじを大きな石に乗せて頬杖をついている。これは図
像学上，瞑想，あるいは憂愁に浸っている人物を表象す
るものである。喪に服したレオカーディアを描くこと
で，自分の死を示唆しているかのようである。
２）『魔女の夜宴』（黒い絵２；図１．２）
『レオカーディア』の左にある横長の作品は，『魔女の
夜宴』あるいは『牡山羊』である。スペインで無数にあ
った魔女の民間伝承を描いたものではないかと考えら
れ，魔女たちの有象無象がうじゃうじゃとたかり，口々
に叫びながら，影に沈んで真黒に塗りつぶされた巨大な
牡山羊の説教を聞いているというものである。魔女たち
の集会に悪魔は山羊の恰好で現れる。そして右端にはレ
オカーディアと目されるイスに座った黒衣の女性がこの
様子を静聴している。山羊は占星術ではサトゥルヌスで
あり，隣の『わが子を食らうサトゥルヌス』との関連も
示唆されている。
図１．１ 黒い絵１：大高（２００６）より
図１．２ 黒い絵２：大高（２００６）より
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３）『わが子を食らうサトゥルヌス』（黒い絵３；図
１．３）
『レオカーディア』の向かいに描かれている。堀田
は，１７９２年の大病を梅毒によるものと考え，その影響で
多くの実子を幼くして失い，この絵はその罪責感も感じ
ていることから描かれたのではないかと述べている。確
かに驚いたように見開かれているサトゥルヌスの目は，
どうにもならない性を悲しんでいるようにも見える。そ
図１．３ 黒い絵３：大高（２００６）より 図１．４ 黒い絵４：大高（２００６）より
図１．５ 黒い絵５：大高（２００６）より
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れを多くの子供を失わせた自責の念と読むこともできる
かもしれない。またゴヤは多くの無垢な子供を描き，実
子のハビエール，孫のマリアーノを非常に可愛がってい
たことがわかっている。社会に対しては批判的に見る目
を持ちながら，自分の子ども，孫に対しては過保護すぎ
るようなところもあったようで，人間的といえば言え
る。サトゥルヌスは，そういった過保護な父親の影の部
分を描いていると考えることもできるだろう。息子ハビ
エールは年金生活者で親の財産を消費する生活であった
し，マリアーノは事業に手を出して失敗し財産を失った
という。二人とも成熟した大人としては十分ではなかっ
たのだろう。そうした意味では，ある種の子殺しであっ
たかもしれない。サトゥルヌスはもともとはローマの農
耕神であったが，ギリシャ神話のクロノスと混同され，
老年，時間，不具，悲哀，悲惨，憂愁，死を表象すると
されている。年をとってからの重病を経たゴヤが身近に
感じるのもうなずける。
４）『ユーディットとホロフェルネス』（黒い絵４；図
１．４）
サトゥルヌスから窓一つを隔てて描かれている。これ
は聖書の外典で，自国を救うために敵の将軍ホロフェル
ネスを誘惑し，その首を切ったという物語に由来してい
る。この絵の中では，はっきりとは見えないが，いくつ
かの切られた首が転がっており，そのうちの一つの首は
ゴヤのものであるという。ゴヤはアルバ女公爵をはじめ
として女性の肖像画をたくさん描き，遺作の『ボルドー
のミルク売り娘』にいたるまで，「永遠に女性的なるも
の」を求めて描いたともいえる。アルバ女公爵がゴヤの
もとを去っていったときには，『飛んで行ってしまった』
という作品にもしている。堀田（１９７７）は，このアルバ
女公爵との別れが女性は裏切るという女性憎悪としてゴ
ヤの女性観を決定的なものとしていると解釈している
が，はたしてそうだろうか。もっと複雑で微妙なものが
あるのではないだろうか。この絵は，『レオカディア』
の対角線上にあり，レオカディアは勝気で口やかましい
面もある女性であったようである。筆者には，隣のサト
ゥルヌスと同様に，「永遠に女性的なるもの」の影の側
面をゴヤは知っていて，斜めにいるレオカディアも意識
しつつ，女性の影の側面を描こうとしたように思われ
る。また Symmons（１９９８，大高・松原訳）は，対仏独立
戦争中に命を賭して戦ったスペインの烈婦たちとの類似
性があるのではないかと述べている。こちらの解釈のほ
うが，旧約聖書のユーディットの物語のテーマとも一致
するところである。
５）『聖イシードロの巡礼』（黒い絵５；図１．５）
聖イシードロをテーマにしたものは，以前にも描いて
いるが，その楽観的で明るい雰囲気とは正反対の，暗い
荒涼とした高原を，何かに取りつかれたかのように人々
は大口を開けて何事かをわめきながら行進している。タ
ピスリーのカルトンを自由に描き始めた時に登場した
図１．６ 黒い絵６：大高（２００６）より
図１．７ 黒い絵７：堀田（２０１１）より
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聖イシードロの泉へ
二人の女と男
政治家たち
二　階
決闘 運命
犬
アスモデウス
入　口
「盲目のギター弾き」が前列にみられる。彼が皆を先導
しているようにもみえるが，一体どこに導いていってい
るのだろうか。この行列は，聖イシードロの祭りに，そ
のお墓に向かって浮かれ騒いで歩いている民衆と解釈さ
れている。ゴヤは『いわしの埋葬』など，祭りのときの
人々もテーマとしてよく描いている。祭りのときには正
と邪が入れ替わり，普段は見えないはずの側面が現れた
りするものである。ゴヤの描く気味の悪いものたちは，
普段は邪の側にいるものが，祭りのときに現れるのでは
ないだろうか。そうした集団をゴヤが自由に描き始めた
ころから登場するようになった「盲目のギター弾き」が
先導しているのもうなずける。
６）『二人の老人』あるいは『二人の修道士』（黒い絵
６；図１．６）
白髪に，同じく白くて長いひげを生やした老人が，修
道士用の黒い長衣をまとい，幅広い腰帯を締めて，長い
マントようのものを羽織って，両手は長いステッキにお
いている。この老人は，聾者であるらしく，耳のそばへ
大きな口を持って行って何かを怒鳴っているもう一人の
修道士に付き添われている。この背後の修道士は，アリ
エータ医師を描いたとき（『ゴヤと主治医アリエータ』）
に背景に描きこんであった司祭と似ていて，死神のよう
であるという。耳の聞こえない老人は，ゴヤ自身を映し
たものであろう。修道士はこのときのゴヤよりもずっと
年齢を強調して描かれているようで，彼が老いを意識
し，隣の修道士の言っていることを聞いているようには
見えないことからも，その老いにあらがっているように
も見える。
７）『二人の老人，スープを飲む』（黒い絵７；図１．７）
歯のない禿げあがった頭の，男とも女とも知れぬ老人
が，スプーンを手にしてスープを飲んでいる。この老人
の左横には，もう一人の老人が何か紙に描かれたものを
見ている。この老人は骸骨のようで，死を象徴し，紙に
は冥府に送り込むことになっているリストが描いてある
のではないかという。大病の後，死を身近に感じつつ
も，食べるという生きる意志のようなものを皮肉に描い
ているようだ。
２階の応接間
２階のサロンにも７枚の絵が描かれている（図２）。
１）『運命（Atropos＝Parcae）』（黒い絵８；図２．１）
ローマ神話のパルカ，ギリシャ神話のモイラで，３人
の女神である。一人は運命を割り当てる＜配給者ラケシ
ス＞，もう一人は運命の糸をつむぐ＜つむぎ手クロ
ト＞，それからその糸を断つ女＜アトロポス＞である。
図２：聾者の家 ２階 黒い絵の部屋
堀田（２０１１）より
図２．１ 黒い絵８：大高（２００６）より
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絵の中の人物はあまり女性には見えないが，眼鏡のよう
なのをもっていたり，鋏と見えるものを持っていたりそ
れぞれ道具を持っている。正面のかぶり物をしている人
物は，糸まきは持っていないが胸があるように見える。
そしてもう一人，小さな人間を手のひらに捧げ持ってい
る人物がいる。おそらくこの人物がゴヤを映したもの
で，生まれてくる子どもたちが次々にモイラの鋏で命の
糸を断ち切られたことをいっているのだろうか。
図２．２ 黒い絵９：大高（２００６）より
図２．４ 黒い絵１１：堀田（２０１１）より
図２．５ 黒い絵１２：大高（２００６）より
図２．３ 黒い絵１０：堀田（２０１１）より
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２）『決闘』（黒い絵９；図２．２）
平穏なカスティーリアの高原で，二人の男が互いに棍
棒を振って殴りあっている。ゴヤの人生には，戦争あ
り，宮廷内の陰謀ありと，戦いはたくさん見て，中には
巻き込まれたものもあっただろう。修復者の手によるも
のであるが，二人の人物は膝から下が埋もれて身動きが
取れなくなっている。固定されて，自由になる腕で戦う
しかない状況になっているところがまた，逃れられない
人生での戦いのようである。
３）『政治家たち』（黒い絵１０；図２．３）
自由主義の人々だろうか，一人の読む新聞か手紙に他
の数人の男が聞き入っている様子が描かれている。当時
スペインの自由主義はヨーロッパの希望を担っており，
その自由主義憲法は模範的なものとみなされていたとい
う。ゴヤも自由主義の人々と親交があり，フェルナンド
７世が抑制を強めていたこの時代に，『裸のマハ』，『着
衣のマハ』をめぐって異端審問所に呼ばれるなど，危険
な状態だった。
４）『二人の女と男』（黒い絵１１；図２．４）
自慰行為をしている男性とそれを見て笑っている女性
が二人。よくこんなものを描いたと驚くのが普通の感覚
だと思うが，ゴヤはあえて描いたのであろう。老人には
尊敬するべき賢者のイメージが付されがちだが，彼はそ
れに真っ向から抗議するようでもある。
５）『聖イシードロの泉への巡礼』あるいは『異端審
問所の行進』あるいは『異端審問所』（黒い絵
１２；図２．５）
題名がいろいろ付いていることからも推測できるとこ
ろだが，謎の多い，何を描いているのかがわかりにくい
絵である。右端前面の男性が，異端審問官の服装をして
いるので，このような題名になっている。またその異端
審問官が見ているのが，隣の修道女の大きなおなかで，
あたかも妊娠しているかのようである。ゴヤは異端審問
についての風刺は描いてきたが，そのことによってずい
ぶん苦しめられもした。彼は最晩年の４年を亡命で過ご
さなければならなかった。
６）『アスモデウス（Asmodea）』あるいは『幻想』，
『（魔女の）夜宴へ』（黒い絵１３；図２．６）
これもすっきりとはわからない絵である。アスモデウ
スは，旧約聖書の外伝トビト書に出てくる好色な悪魔
で，フランス人の作家の書いた作品の中では，マドリー
ドの家々の屋根を剥ぎ，人々の私生活の秘密を連れに暴
露して見せるということをしている。このアスモデウス
に抱えられている人が，魔女どもの夜宴に連れていかれ
て入門式を受けさせると解釈されて，『夜宴』という題
名にされた。しかしそれならば昼間というのはおかし
い。アスモデウスはなんの屋根を剥いでいるのか。二人
の人物の下のほうには，盗賊に襲われているとみなされ
る貴族が見え，画面の右下には銃を構えている兵士がい
る。わかりにくい絵である。堀田（１９７７）は，自分の感
慨であると断ったうえで，ゴヤは自分自身の生涯の屋
図２．６ 黒い絵１３：大高（２００６）より
図２．７ 黒い絵１４：大高（２００６）より
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根，またスペインの屋根を剥いでみたのではないかと述
べている。そう考えると，彼の見てきた暴力が，盗賊や
兵士によって表されていると考えることもできる。
７）『犬』（黒い絵１４；図２．７）
砂に埋もれた犬が前方を見ている。最後を悟った犬の
ように見える。このシリーズのテーマと考えられる死
を，こうした形で描いているのだろうか。ゴヤにとって
住みにくく危険になってきた当時のスペインの社会にあ
って，ゴヤはこの犬に自分を見ていたのだろうか。彼自
身はしたたかにフランスに亡命するのであるが。
堀田（１９７７）は，１階に描かれた『レオカーディア』
（黒い絵１；図１．１）と，版画集『ロス・カプリーチョ
ス』の４３番『理性の眠りは妖怪を生む』を手がかりに，
この『黒い絵』のシリーズを読んでいる。ゴヤ自身が，
「理性に見捨てられた想像力は，不可能な妖怪を生む。
それが合体すればこそ，芸術の母となり，その奇跡の源
泉ともなるのである」と述べているという。人に見せる
ためでもなく，売るためでもなく，観賞するためでもな
く描かれている「黒い絵」では，この理性に見捨てられ
た想像力が“見た”ものを自由に合体させ，さらに発展
させ，手を加えるという作業を，繰り返し好きなだけこ
ころいくまでできたのではないだろうか。描かれたもの
をひとつひとつ見ていくと，当時老いや死を前にしてい
たゴヤが，その作業を通して，描いていた現在だけでな
く過去を見て，またさらには未来も見ていたのではない
だろうかと思われる。
臨床における絵画
臨床場面では，さまざまに絵画，夢，箱庭などが，治
療や診断を目的として使われている。どれをどのような
場合にということはその専門書に譲りたいと思うが，絵
や夢，箱庭などのイメージを使うものの大きな特徴は，
その直接性であり，意識しているよりも広い範囲のもの
が表現される点にあると思う。その意味では，ゴヤが
『理性の眠りは妖怪を生む』で描いている，普段は意識
の背後にあるものを浮かび上がらせやすいところがある
だろう。また臨床場面の絵や箱庭は，その場にいる治療
者は別として，不特定多数の人に見られることを目的と
するものではなく，それを治療者とともに見て話し合う
なかで，自分についての気付きや理解につなげていくも
のである。この部分は，ゴヤが「黒い絵」でしたこころ
の作業と似ているのではないかと思われる。今回，この
ように箱庭と絵について眺め，イメージを膨らませ，話
し合うことが有効であった事例を部分的に紹介したいと
思う。
クライエントは２５歳の女性で，福祉系の大学院生であ
る。時間のあるうちに自分のことを考えておきたいとい
うことで，カウンセリングを希望されてきた。カウンセ
リングの動機は明確でしっかりしていて，積極的に自分
のことを語ろうという気持ちは持っていた。彼女は実は
思春期のときに年の近い姉を事故で亡くしている。その
ことが自分が援助職に就きたいと思ったきっかけである
という。話をしていくうちに，筆者は彼女の物事に明る
くまじめに取り組むところに好感も持ちつつも，そのス
トーリーがまとまりすぎているように，お姉さんの事故
のことも今の自分の進路にもつながったのでよかったと
いうように，ポジティヴにのみとらえすぎていないかが
気になっていた。
そうしたなかで，あるセッションで箱庭を本人の希望
もあり置いてもらった。写真は紙面の都合で載せられな
いが，次のような箱庭だった。中央に実家の居間があ
り，そこには両親がいる。姉は箱庭の上のほうに，居間
の端にいる。もう成人して社会人となっている弟は，自
分の職場仲間と箱庭の右下の領域に，彼女自身は友人た
ちと箱庭の左下の領域にいる。「暖かい居間を作りたか
った」というのが彼女が意図したことで，満足している
ということであった。心理系の大学院生に訓練でするこ
とだが，箱庭を作った後に，その写真をもとに次回まで
にストーリーを作ってきてもらうというやり方がある
（岡田，１９９３，東山，１９９４）。箱庭を作るときには，たと
え意図があってこのように作ろうと思っても，思いがけ
ないものが置きたくなったり，あるいは置くつもりであ
ったものが置いてみるとしっくりいかない，置きたくな
いと思うようになったなど，意図と違ったものになって
しまうこともよくある。そういうところは，半分意識，
半分無意識というぐらいの位置にあるものといえるだろ
う。後でストーリーにするのは，作ったものの意識化の
作業になる。言葉にならないところは抜け落ちてしまう
ため，表現したことを狭めてしまうことにもなるが，意
識化の力を鍛えるのが必要な，訓練中の人などにはいい
方法でもある。次の回に彼女が作ってきたストーリー
は，何よりも彼女が驚いていて，筆者も同じだった。内
容は省略するが，暖かさを意図して作った居間は，とて
もさびしいところだったという内容だった。母親人形は
部屋の隅の姉を見ており，自分のことはみていない，こ
れは彼女にとってはどこかで知っていたけど意識しなか
ったことであった。事故にショックを受けている両親を
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見て，私がしっかりしなければと思いやってきて，その
背後には母からみられていないというさびしさが隠れて
いたようである。それは援助職を考える動機の見えづら
い部分であったと考えられる。
またその回から少したったセッションで，風景構成法
を行っている。これも紙面の都合で写真は載せられない
が，次のようであった。画面は川で２分割され，川の流
れは急，橋はかけられていない。右の世界はやはり実家
であろう家がある。その上の領域には，山が重なって描
かれている。左の世界は今の彼女の現実の世界であると
いう。何よりも特徴的なのは，左の世界から右の世界に
向けて（と筆者には見えるのだが）道があり，それが非
常に不自然に川で断ち切られているところである。次の
セッションでは，この絵について話し合うことでまるま
る時間を使った。始めの１５分から２０分ぐらいかけるつも
りであったが，話し始めると本当にいろいろな話がある
ことがわかり，時間をかけて聞かせていただいた。右の
世界の川のほとりにいる女性はお母さんで，彼女と弟の
いる左の世界に来たいと思っている。川にかける橋は大
変だけどかけることはできるけど…。細かいことは省略
するが，この実家との関係，母との関係のテーマをめぐ
りいろいろなことが話し合われた。
彼女は福祉系の大学院生でもあり，自分の内面を語る
ことを決して避けてはいないが，どこかに言語化を阻む
ものがあるようだった。イメージはその構えをかいくぐ
って表現してしまうところがある。箱庭で，暖かさを意
図して作ったが，さびしさを表現することになったとこ
ろや，風景構成法では，かなり不自然に道が断ち切ら
れ，橋をかけることに対する抵抗があらわになるあたり
である。その意味で，イメージは非常に有効であるとい
う半面で，傷つける力もある。援助職の場合，自分がど
うしてその仕事をしたいのかという動機は，無意識の部
分も含めて向き合っていかなければならないものであ
る。そうでないと，ミイラ取りがミイラに，助けるつも
りで入った川でおぼれてしまうという事態になってしま
うこともあるだろう。このケースの場合，箱庭を作った
後にストーリーを作ったり，風景構成法の後にそれにつ
いて話し合うことが，一種のアクティヴイマジネーショ
ン注１のように機能したと思う。イメージとそれをめぐっ
ての話し合いは，彼女が今後取り組む可能性のある課題
を，とても直接的に示してくれたようである。彼女が自
分の傷つきやさびしさに気付き，どう付き合っていくか
を考え，選択していく，その過程の始まりであった。
考察
ゴヤの病跡について
紙面の都合上，細かい考察は省き，彼の体験した大病
について述べたいと思う。
宮本（１９７２）は，１７７４年頃の『自画像』から，「その
不敵な相貌には青年の不屈の闘志，周囲を見据える眼
力，あふれ出る活気といったものが感じられるし，体格
にしても決して弱々しいやせ形ではなく，顎から首，胸
にかけて豊かな丸みと厚みがあり，どちらかといえば肥
満型に入る。そして，こういう性格と体型の基調はその
後しばしば描かれる自画像にも失われていない」と述べ
ている。一枚の自画像から読み取れるこうしたゴヤの性
格は，彼の生活史からも裏付けられる。ゴヤは，その生
活史をみると，好奇心に満ち，非常に野心の強い，自己
本位な性格であっただろうことがうかがえる。特に若い
頃はそれが顕著であっただろう。義兄のバエィウに取り
いったり，その妹と結婚をしたり，教会の装飾の仕事を
交渉でうまくとったりなど，なかなか処世術にもたけて
いたようである。宮廷画家になったことを自慢していた
という記述もあり（Symmons，１９９８，大高・松原訳），
周囲の人々からすると，ちょっと迷惑なところもあった
だろう。しかし，長いこと手紙のやり取りをする友人が
いることや，何かと助けてくれる，協力してくれる人物
が一人といわず結構いたこと，亡命先でも友人たちが暖
かく迎えてくれているところからすると，社交性もあ
り，人から好かれる性格であっただろうことも想像でき
る。クレッチマーの類型でいえば，循環気質だろうか。
時々うつのような状態になり，アトリエに閉じこもり，
その後また大いに仕事をするというような波もあったよ
うで，気分変調性の傾向もあったのかもしれない。
そのゴヤが１７９３年に大病をする。生死の境をさまよう
ほどのことで，聴力を失うことで生還できた。この病が
医学的にどういった病気であったかは，今からははっき
り知ることはできないが，精神的に，あるいは創造の上
では大きな影響があっただろうことが推測できる。この
病気の後に，彼の最初の版画集『ロス・カプリーチョ
ス』が製作されている。これは注文によらない，自由に
自分の想像力を使える媒体であった。先にも書いたが，
形式にとらわれない自由さや，気味の悪いものにひかれ
る傾向は，この病気の前から持っていたもののようであ
る。しかしそれがはっきりと表現されるようになったの
は，病の後であった。彼の代表作になる傑作は，このあ
とから続々と現れてくる。
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徳田（１９７２）は，ゴヤのこの病が梅毒性のものかどう
かこれまでの研究を紹介した後に，聴覚障害者の孤独や
苦痛について思いを巡らせて次のように述べている。
「聴覚を失った彼は，対話のとき突拍子もなく大声にな
ったり，同じことを繰り返してしゃべったり，他人には
かなり奇異な感じを与えたに違いない。彼自身もそれが
不安になり，警戒的，被害的になり，悪意さえ抱くよう
になった。誇り高いゴヤは同情や嘲笑のいずれもが耐え
難い苦痛となったことと想像される」。そして，聴力の
喪失は，代償的に強い視覚的な表出力を示すようになっ
たのではないかと考えている。彼は病気後の作風の変化
を，絵画制作への姿勢が著しく異なってしまったことに
帰属させている。つまり，「パトロンたちのためではな
く，自らのために描くようになったのである。色彩は変
化し，彼の想像力が変質したことは驚くべきことであっ
た。陽気から陰湿へ，明朗から不気味へ，楽天から幽気
へと変化したのである。」
ゴヤの病は，シェーファーのいう，創造の病というこ
とがいえるだろう。堀田（１９７５）の言うように，病を得
ることで，内省を始めたのかもしれない。それまで出世
や成功という外的なことに向いていたのが，死の手前ま
で行くことで，自分の中の何かを見たのだろうか。自分
の描きたいことがより鮮明になってきたことはあるので
はないか。耳が聞こえないことは，周囲が何を話してい
るかがはっきりとは分からず不安を誘発するものである
が，ある面では外からの刺激を努力しないでもシャット
アウトできることでもあり，自分の内的な世界を探求し
やすくはなるだろう。そうすると今まで見えなかった暗
がりに，何かが見えるようになる，それが描けるように
なるということはあるのかもしれない。１７９３年の病は，
ゴヤが自分の中にあるものを自覚し，それまでの宮廷画
家であるとか，宮廷の決まりの多い仕事であるとか，そ
ういった外側の枠を超えてしまう，そうしたものをゴヤ
のこころから外してしまうように機能して，その意味で
創造の病といえるのではないだろうか。
ゴヤの創造を考えていくうえで，戦争の体験は外せな
いであろう。ナポレオンは従軍の画家を連れて，そこか
らダヴィッドの『ナポレオンによるジョゼフィーヌの戴
冠式』のような傑作も生まれるわけだが，ゴヤは王室か
らの仕事として戦争を描いたのではなく，自発的に画家
である自意識もあってか，マドリードにとどまり，民衆
の側から描いている。暴力を好んで描く傾向もあったと
思うが，『戦争の惨禍』からは，これを伝えよう，残そ
うという強い意志が感じられる。戦争体験も，彼の中の
暴力に魅せられる傾向を，描くということで大きく発揮
されるきっかけになったのではないかと考えられる。
１８２０年の病はどうだろうか。年齢からいってもここで
亡くなっていてもおかしくない。しかし，「黒い絵」の
シリーズが描かれるのは，この病の直後である。『黒い
絵』でゴヤはは，描くのも自分，見るのも自分の，まる
で自分の姿を突き付けてくる鏡のようなものを感じてい
たのではないだろうか。その鏡に見えたものを描いたの
が，「黒い絵」なのだろう。１８２０年の病は，最初の大病
後の「ロス・カプリーチョス」の持っていた風刺性はな
く，より内省的であるといえるだろう。
宮本（１９７２）は，ゴヤの２回の大病を一つの病気と見
ることには問題があるかもしれないが，ゴヤ自身が「持
病」と考えているところから，同一の病気としてみるの
が自然であるとしている。またゴヤは生涯を通して，精
力的な性格は変化なく，性格が嵩じて生活に大きく破綻
や破壊をもたらしていないことから，ゴヤの病気は，神
経症や内因性精神病のような「性格的なものに由来する
ような病気」ではなく，身体的な変化に由来するもの，
もっと詳しく言えば脳の器質的な変化によるものであろ
うということが想像できるという。そして，ニーチェや
シューマンのかかった進行麻痺のタイプではない梅毒で
はないかと考えている。
ゴヤの病気が梅毒であったかどうかは，今となっては
情報も十分でないので確認できないことであるが，病気
はゴヤの創造活動にどのような影響があったのだろう
か。先にも書いたが，既成の枠組みを超えて創造できる
ようにさせてしまう変化をゴヤにもたらしたということ
はできるだろう。宮本（１９７２）はこれを，「触媒作用」
と呼んでいる。ゴヤは自分の師は自然であると述べてい
たことは先にも書いたが，宮本（１９７２）はこの自然は内
なる深層の自然であり，それを喚起したのが彼の病気な
のだというのである。そして聴覚の喪失は，精神的危機
をもたらしたはずだが，それが顕在化することなく，内
なる狂気にとどまったのは，「描くこと」以外によって
ではないとも述べている。「描くこと」は癒されること
とも関係することと思われるが，ゴヤの場合，内なる狂
気を描けることで精神的な病を発症することを防ぎ，む
しろそれを創造のプラスに変えたということができる。
梅毒といえるかどうかはともかく，脳器質性の何らかの
変化は，ゴヤがそれまで持っていた志向をよりはっきり
と際立たせ，表現させるようになったと言えるだろう。
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黒い絵について
ゴヤの描き方は，視覚的断片からインスピレーション
をえて，それをもとに絵画に仕上げているようである。
これも今の時代の臨床からみると，一つのアクティヴイ
マジネーションだろう。また「意識の眠りは妖怪を生
む」と言っているように，無意識の素材から作ってい
る。夜，意識を手放してその世界に，また朝その世界か
ら意識の世界に，毎日行き来しているもの，そこに現れ
てくるものから着想を得て作品に仕上げていく。「黒い
絵」はその結晶といえる。一枚一枚の絵の説明や解説，
推測は先に述べたので，繰り返さないが，そこからはゴ
ヤの精神の歴史を読み取ることができる。ゴヤは，自分
や社会の影の部分を描く。そうすると彼が殺人，処刑，
そういったものにインスピレーションを感じていたのも
分かるように思う。
「黒い絵」で特徴的に描かれているものとして，徳田
（１９７２）は面白い指摘をしている。まず一つは，『魔女の
夜宴』（黒い絵２；図２．２），『聖イシードロの泉への巡
礼』などで見られる，群衆の口，『二人の修道士』の耳
元で大声をあげているように見える修道士にみられる，
口の強調である。彼はこれを群集のどよめき，巡礼の
歌，高らかな呪文や祈りの声，闇を貫く悲鳴や嬌声，ま
た心の中に湧き出した魂の声との対話を，外在化した表
現ではないかという。そして，「豊饒な内面の多音に耳
を傾けようとする姿勢があるときは過敏となる。対人関
係の中で非難や中傷の声の渦の中で悩み苦しんだ彼は，
そのような情景を自らの絵の中の多くの口にあらためて
見ようとし，描きつくそうとしたのであろう」と述べて
いる。徳田は聴覚障害者の苦しみに想像をめぐらしてい
る。病気後に傑作が多いことなどから，ともすればプラ
スの側面にばかり目が行ってしまうのかもしれない。そ
の傑作の背景にたくさんの苦しみがあることは忘れては
いけないだろう。生来エネルギーも高く，気分の振幅も
大きかったゴヤは，その苦しみも大きかったと考えられ
る。７０を超えた病後の体で，壁に向かって作業をするの
は，非常にしんどいことのはずだが，それよりも描きた
いという意欲の方が勝っていた。彼の中からは苦しみを
経て形になることを望むものがたくさんあったのだろ
う。
徳田（１９７２）が特徴としてあげている二つ目は，『魔
女の夜宴へ』，『運命』などにみられる，飛翔し浮遊する
人間像である。絵に不思議な謎めいた印象を与えている
特徴でもある。徳田はこれを聴力を喪失したことと関連
付けている。「聴力の喪失は，現実世界の背景をなす音
響を失い，空間における安定性をも欠いた人間みずから
が，周囲の物象を含めてあらゆるものが重力を失い動揺
する体感を如実に感じたためのもの」ではないかという
のである。面白い指摘である。聴力がもたらしてくれる
のは，現実の空間における安定性でもあるということ
で，ゴヤの絵の中の浮遊した人物は，聴覚障害者の感じ
ている世界がどのようなものかを伝えてくれている側面
がある。
「黒い絵」と臨床場面での絵画・夢・イメージ
ゴヤの「黒い絵」は視覚的断片からのインスピレーシ
ョンを絵画に仕上げていると考えられている。視覚的断
片は，半分ぐらいは無意識の世界からもたらされるもの
だろう。またそれを絵画として仕上げる際にも，どの断
片とどの断片が繋がり，作品とするかという作業には，
無意識的な過程が作用しているだろう。これに対し，臨
床場面の絵画や夢などのイメージはどのようにもたらさ
れるものだろうか。臨床描画法は，課題画がほとんどで
ある。木の絵，家の絵，人の絵という決まった課題の中
に，無意識的なものが投影されると考えられている。ゴ
ヤの「黒い絵」の描かれ方と臨床における絵画が似てい
るのは，部分的に紹介したケースで取り上げた，箱庭や
描かれた課題画から連想をめぐらせ，物語にする作業で
ある。つまり，視覚的インスピレーションの作品化と，
作られた箱庭や描かれた課題画の意識化の過程がよく似
た過程であるように思われる。その過程においては，イ
メージを眺め，対話し，またそれを形にしていくという
こころの作業が繰り返される。それが自分について知る
ことにつながり，何らかの洞察を得ることにもなってい
く。ゴヤ自身が「黒い絵」について詳しい解説をしてい
るわけではないので，他の様々な資料からの推測ではあ
るが，「黒い絵」を丁寧に見ていくと，彼の精神史が読
み取れるように感じられることは先にも書いた。臨床場
面でのイメージは，表現するということがまず何よりの
目的であるが，その面接の目的によっては，それをもう
少し意識化する作業をする。無意識の世界から着想を
得，それが自分を知ることにつながっているのは共通し
ている点である。
また，臨床の場面でイメージを扱うときによく思うの
は，時にイメージは残酷と思えるぐらい正直であるとい
うことである。描いているうちに楽しくなってきた，子
ども時代を思い出してほのぼのしたなどという感想もよ
く聞かれることであるが，一方で，Ⅳで紹介したケース
のように，本人が意識していなかったさびしさや哀しさ
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を表現していて，そのイメージについてみていくこと
で，次第に浮かび上がってくるようなときもある。臨床
の場面では，絵や箱庭などのイメージを扱うときに必ず
しも毎回意識化するように取り上げるわけではない。治
療者がこころに留めておき，時期が来たときに話し合う
ということもよくある。あるいはそのイメージについて
語り合うことはなくても，のちの展開でそこに現れてい
た内容を体験するようになるのもよくあることである。
注
１）アクティヴ・イマジネーション（active imagination）
Jung（１８７５―１９６１）の創始した分析心理学（ユング心理
学）の臨床技法の一つで，意識領域から無意識領域の内
容を「能動的に探索する技法」のことである。アクティ
ヴ・イマジネーションは能動的に自分の意識水準を低下
させて，無意識の内容を探ろうとするものである。夢の
イメージについて思いをめぐらせ，そのイメージが動い
ていくままに任せ，それを見ていくなど，様々な技法が
ある。
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